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１１１１    はじめにはじめにはじめにはじめに    

 これまで、小規模事業場の当事者主体による産業保

健活動の有効性が提唱され、ツールが開発されてきた。

しかし、事業場の活動の効果的支援方法については、

十分な知見が得られてこなかった。本研究では、保健

師と地域産業保健センターのコーディネーターの協働

による事業場の主体的保健活動支援方法を開発するた

めに、介入研究を通して支援過程を分析した。事業場

の反応に加えて、研究者（支援者）自身の変化も分析

対象とした（アクション・リサーチ）。 

    

２２２２    方法方法方法方法    

１１１１））））介入活動介入活動介入活動介入活動    

Ｉ県地域産業保健センター全 9ヵ所のうち協力の得

られた 6ヵ所のコーディネーター6名と、地域産業保

健センター嘱託保健師及び茨城産業保健推進センター

相談員保健師、大学院生保健師ら計 5 名が、平成 20

年 8～12月に I県内の小規模事業場 26ヵ所へ依頼を

し、同意と協力の得られた 16 ヵ所に、参加型産業保

健活動を提供した。 

２２２２））））記録記録記録記録のののの分析分析分析分析    

協力依頼を含む 26 事業場へのアプローチの記録を

分析した。 

３３３３））））グループ・ディスカッショングループ・ディスカッショングループ・ディスカッショングループ・ディスカッション    

地域産業保健センターのコーディネーターと保健師

に加え、研究者、産業医を含む計 18 名によるグルー

プ・ディスカッションを計 5回開催し、録音データを

分析した。 

    

３３３３    結果結果結果結果とととと考察考察考察考察    

支援過程の各段階を図 1に示した。小規模事業場は、

「デスクワークや会議に不慣れ」、「経営難に伴う業務

量の変動の激しさ」などそれぞれの特徴や問題を抱え

ている。事業場抱える問題や考え方を、共に考えるコ

ーディネーターや保健師の姿勢が必要であることが明

らかになった。研究者（支援者）と当事者（小規模事

業場従業員）双方のイメージする「事業場の実態や課

題」を一致させ（合意形成）、討議を通して解決策を見

出していく方法が効果的であった。 

保健師やコーディネーター自身の気づきや変化、さ

らに従業員を観察し、タイミングよく助言をするなど

の行動は、従業員の士気を高め、集団凝集性を促進さ

せていた。またコーディネーターは、事業場のニーズ

に合わせて社会資源を組み合わせ、サービス内容や提

供方法を開発することも行い、地域産業保健センター

の活動が活発化した。 

このようなアウト・リーチ型活動は、対象者（事業

場）に適した方法で行われるため、事業場も継続的支

援を求めるようになった。健康への関心が高まると、

「研究成果や他の事業場の取り組みについても知りた

い。」との要望も出るようになった。また活動の達成感

と共に、職場の人間関係の改善や健康的職場風土の構

築という効果ももたらし、今後のスパイラルアップに

向けた継続的活動も期待できるようになった。 



４４４４    結論結論結論結論とととと地域産業保健地域産業保健地域産業保健地域産業保健センターのセンターのセンターのセンターの活動方法活動方法活動方法活動方法にににに関関関関すすすす

るるるる提言提言提言提言    

日本の小規模事業場に参加型産業保健活動を推進し

ていくには、地域産業保健センターによる各事業場の

ニーズの把握とそれに合わせた地域資源のしくみづく

りが重要であることが示唆された。小規模事業場から

の地域産業保健センターの利用を促進させるには、対

象者に適したサービス提供を行う必要がある。そのた

めに有効な示唆が得られたので、述べてみる。 

１１１１））））ニーズのニーズのニーズのニーズの発掘発掘発掘発掘    

顔の見える関係づくりの中から、潜在的ニーズを掘

り起こしていくことが必要である。 

２２２２））））事業場事業場事業場事業場のののの「「「「気気気気づきづきづきづき」」」」とととと「「「「主体性主体性主体性主体性」」」」のののの促進促進促進促進    

事業場が自ら気づくように支援し、それを意識付け

ることによって初めて、事業場の取り組み姿勢が高ま

ってくることも明らかになった。事業場が主体的に保

健活動を考案し、実施して行けるよう支援することが

効果的である。また、共に評価し達成感を高め、次の

課題に取り組めるような継続的支援も重要である。 

３３３３））））サービスサービスサービスサービス内容内容内容内容とととと提供方法提供方法提供方法提供方法のののの開発開発開発開発    

事業場が、気づいた課題に対して対策をとりたいと

考えても、どのようなサービスをどのようにして利用

すれば良いのかわからないために滞ってしまう場合も

あった。事業場のニーズに合うサービス内容と提供方

法を、新たに地域資源をコーディネートしながら開発

していくことも求められていた。地域資源の有効活用

は、ひとつひとつの事例を通して少しずつネットワー

ク化していくことから始まると考えられる。 

４４４４））））保健師保健師保健師保健師のののの活用活用活用活用    

双方向コミュニケーションを基本とするアプローチ

の特徴や、集団凝集性・主体性を促進する技術、職場

環境、人間関係、精神的・身体的問題等、扱える範囲

が広いこと等から、事業場からも保健師の活用に期待

が寄せられた。 

11. 今後の活動内容を検討する

10. 評価と新たな課題を確認する

9. 実施する

7. テーマを決める

6. アセスメントする

5. 意見を出し合う

3. 基盤調査を実施する

コーディネーター

事業所

保健師

1. 事業場担当者が受け入れる
8. 目標を決める

2. 従業員が受け入れる

4. 理解を確認し合う

【図 1】支援過程の分析 

 

＜図の解説＞ 

1. 事業場担当者が受け入れる 
コーディネーター ⇒ 事業場担当者  
信頼関係構築ときめ細かい連絡 

コーディネーター ⇔ 保健師  
コーディネーターからの情報に基づく準備 

2. 従業員が受け入れる 

 保健師 ⇒ 従業員  
緊張緩和，メリットの説明と意見交換 

 コーディネーター ⇒ 保健師  

キーパーソンや人間関係を把握しながら援助 
3. 基盤調査を実施する 

コーディネーター＆保健師 ⇒ 従業員  

スムースに進むように観察と援助 
4. 理解を確認し合う 
 保健師 ⇔ 従業員  

合意形成に向けて説明と意見交換 
 コーディネーター ⇒ 保健師  

従業員の表情を観察しながら補足的に援助 

5. 意見を出し合う 
 保健師 ⇒ 従業員  

進行を観察しながら適切な援助 

 コーディネーター ⇒ 従業員  
発言を促すような援助 

6. アセスメントする 

コーディネーター＆保健師 ⇔ 従業員  
職場視察による情報共有とアセスメント 

7．テーマを決める 

保健師 ⇒ 従業員  
事業場全体で取り組むべき問題の抽出や優先順位決定への援助 

コーディネーター ⇒ 保健師  

時間管理・進行管理 
8．目標を決める 

保健師 ⇒ 従業員  

主体的決定への工夫と支援 
9. 実施する 

コーディネーター ⇒ 従業員  

連絡・進行状況の確認と助言 
保健師＆コーディネーター ⇒ 従業員  
サービス提供 

10. 評価と新たな課題を確認する 
 コーディネーター＆保健師 ⇔ 従業員  

共に活動評価，達成感・成功感の共有 

11. 今後の活動内容を検討する 
コーディネーター＆保健師 ⇔ 従業員  
今後の継続的支援の確認 

 


